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研究要旨：自己免疫性膵炎（Autoimmune pancreatitis）の外分泌機能を、cine-dynamic 

MRI によるインバージョンリカバリー(IR)パルスを用いた膵液流の計測を用いて評価

した。少数例での検討であるが、自己免疫性膵炎患者における無症状であるものの膵外分

泌能の低下及びステロイド治療による改善が示された。 

 

Ａ．研究目的 
自己免疫性膵炎(AIP)患者における膵内

外分泌機能への影響とステロイド治療による
改善についての報告なされてきている
(Gastroenterology 138,1988-, 2010)。膵外
分泌能の評価については BT-PABA 試験、
やセクレチン負荷試験などが行われるが、再
現性の低さや、セクレチンの販売中止により
実臨床での評価は困難となっている。最近、
空間選択的インバージョンリカバリー(IR)パ
ルスを用いて繰りかえし撮像を行う cine 
dynamic MRCP（cine-MRI）を利用した膵液
流の測定をもちいて膵外分泌能を測定する
方法が報告されている(Am J Roentgenol, 
202 2014, 1022; J Magn Reson Imaging, 42, 
2015, 1266)。そこで、AIP 患者における膵外
分泌能をcine-MRI を用いて評価することとし
た。 

 
Ｂ．研究方法 

当院で 2016 年の１年間に cine-MRI を施
行した AIP16 症例(ステロイド開始済：7 例、ス
テロイド未投与：9 例)について患者背景およ
び治療経過について検討した。cine-MRI の
撮像方法は、既報の通りに膵頭部の主膵管
の信号を抑制して欠損像として描出し、膵液
の流出があった際には高信号として描出さ
れるよう設定した。4 秒間で 1 回の撮像を 15
秒間隔で繰り返し，5 分間で 20 回の連続撮
像を行った。評価する項目は、膵液の流入
が描出された回数(Frequency)と膵液の流入
距離を 5 段階に分類した Secretion 

grade(0-4)の平均値とした。同一症例のステ
ロイド治療開始前後での数値変化を比較し
た。また、全症例を MRI を施行した時期によ
りステロイド治療前(A)、治療開始半年以内
(B)、半年以降(C)の 3 群に分け、上述した 2
項目に関して比較検討した。 
（倫理面への配慮） 同意の得られた成人患
者を対象とし、院内倫理委員会の承認を得
ている。（承認番号 20150246、UMIN20620） 
 
Ｃ．研究結果 
 16 症例は、男性 13 例(81.3%)、平均年齢は
66.9(±7.4)歳であった。全症例で膵外分泌
機能低下を示す臨床症状はなかった。ステ
ロイド治療開始の前後で撮像が可能であっ
たのは 4 症例であった。MRI 所見として膵腫
大は全例改善した。cine-MRI の所見として、
Frequency は 7.5 から 15.5 (p=0.14)に、
Secretion grade は 0.44 から 1.5 (p=0.14)に改
善したが、有意差は認めなかった。又、
Frequency は A 群・B 群間(p=0.03)、A 群・C
群間(p=0.005)で有意差を認め、平均
Secretion grade においては A 群・C 群間
(p=0.009)で有意差を認めた。 
 
Ｄ．考察 
 少数例での検討であるが、自己免疫性膵
炎患者における無症状であるものの膵外分
泌能の低下及びステロイド治療による改善が
示された。 
 
Ｅ．結論 
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 空間選択的 IR パルス併用 cine dynamic 
MRCP によるAIP の病勢評価は、いまだ検討
の余地はあるものの、有用である可能性が示
唆された。今後はさらなる症例を集積し、実
臨床への応用を検討する。 
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